
(57)【要約】

アクティブマトリックス液晶表示装置は、画素のアレイ

において、各画素は、画素電極（１４）とスイッチング

デバイス（１６）とを備え、交差する選択（行）および

データ（列）アドレス導線（１８，２０）のセットによ

りアドレスされる、画素（１２）のアレイと、データア

ドレス導線（２０）の方向に延び、それぞれの行アドレ

ス導線（１８）に接続され、一方側または両側からのア

レイのアドレッシングを可能にする、補助的な接続ライ

ン（３０）のセットとを有する。各画素は、その画素電

極に接続された蓄積キャパシタ（２２）と、画素の同一

の行により共有されたキャパシタライン（４０）とを含

む。画素の１行の選択導線は、例えばその末端にて接続

ライン（４５）を介して異なる行に関係付けられた各キ

ャパシタラインに結合され、これにより、各接続ライン

が、画素の行のための各選択導線と、それに結合された

他の行のためのキャパシタラインとに接続される。疑似

寄生容量により発生する望ましくない表示アーテファク

トの回避を可能にすることに加え、この配置は、接続ラ

インを介して供給される必要な駆動信号による容量性結
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 画 素 の ア レ イ で あ っ て 、 各 画 素 は 、 画 素 電 極 と ス イ ッ チ ン グ デ バ イ ス と を 備 え 、 前 記 画
素 に 接 続 さ れ た 選 択 お よ び デ ー タ ア ド レ ス 導 線 の 交 差 す る セ ッ ト の 間 の 各 交 点 に 配 置 さ れ
て い る 画 素 の ア レ イ と 、
　 選 択 信 号 を 前 記 選 択 ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト に 供 給 す る た め の 接 続 ラ イ ン の セ ッ ト と 、 を
有 し 、
　 前 記 接 続 ラ イ ン は 、 前 記 ア レ イ の 一 方 側 か ら 、 前 記 デ ー タ ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト の 方 向
に 延 び 、 か つ 、 前 記 選 択 ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト の そ れ ぞ れ １ つ に 接 続 さ れ 、
　 各 画 素 は 、 前 記 画 素 電 極 と 、 画 素 の 同 一 の 行 に よ り 共 有 さ れ た キ ャ パ シ タ ラ イ ン と の 間
に 接 続 さ れ た 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 含 み 、
　 画 素 の １ 行 と 関 係 付 け ら れ た 前 記 選 択 ア ド レ ス 導 線 は 、 画 素 の 異 な る 行 と 関 係 付 け ら れ
た 前 記 キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 結 合 さ れ 、 各 接 続 ラ イ ン が 、 画 素 の １ 行 の た め の 各 選 択 ア ド レ
ス 導 線 と 、 こ れ に 結 合 さ れ た 画 素 の 他 の 行 の た め の キ ャ パ シ タ ラ イ ン と に 接 続 さ れ る 、 こ
と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 画 素 の １ 行 と 関 係 付 け ら れ た 前 記 選 択 ア ド レ ス 導 線 は 、 画 素 の 隣 接 す る 行 に 関 係 付 け ら
れ た 前 記 キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 選 択 ア ド レ ス 導 線 と キ ャ パ シ タ ラ イ ン が 、 ア レ イ の 一 方 側 に お け る そ れ ら の 末 端 の 間 の
相 互 接 続 に よ り 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 連 続 す る 選 択 ア ド レ ス 導 線 の た め の 前 記 相 互 接 続 お よ び こ れ ら に 関 係 付 け ら れ た 各 キ ャ
パ シ タ ラ イ ン は 、 前 記 ア レ イ の 両 側 に 交 互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 各 接 続 ラ イ ン は 、 前 記 ア レ イ の 一 方 側 か ら 延 び 、 か つ 、 各 接 続 ラ イ ン は 、 こ の 一 方 側 に
最 も 近 い 、 そ れ が 関 係 付 け ら れ た 前 記 選 択 ア ド レ ス 導 線 ま た は 前 記 キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 、
接 続 点 に お い て 接 続 さ れ 、
　 前 記 接 続 ラ イ ン は 、 こ の 接 続 点 に て 終 端 と な る 、 こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ
か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 画 素 の １ つ の 行 に 関 係 付 け ら れ た 前 記 キ ャ パ シ タ ラ イ ン お よ び 選 択 ア ド レ ス 導 線 は 、 画
素 の 行 の 両 側 に 沿 っ て 延 び る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 画 素 ア レ イ は 、 前 記 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 駆 動 電 圧 の 一 部 が 、 前 記 蓄 積 キ ャ パ シ タ
を 介 し て 供 給 さ れ る 、 容 量 性 結 合 駆 動 方 法 を 用 い て 駆 動 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 前 記 請
求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 画 素 の ア レ イ に お い て 、 各 画 素 は 、 画 素 電 極 と ス イ ッ チ ン グ デ バ イ ス と を 備
え 、 画 素 に 接 続 さ れ た 交 差 す る 選 択 お よ び デ ー タ ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト の 間 の 各 交 点 に 配
置 さ れ て い る 画 素 の ア レ イ と 、 選 択 信 号 を 選 択 ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト に 供 給 す る た め の 接
続 ラ イ ン の セ ッ ト と 、 を 有 し 、 接 続 ラ イ ン は 、 ア レ イ の 一 方 側 か ら 、 デ ー タ ア ド レ ス 導 線
の セ ッ ト の 方 向 に 延 び 、 か つ 、 選 択 ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト の そ れ ぞ れ １ つ に 接 続 さ れ て い
る 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 、 カ メ ラ ビ ュ ー フ ァ イ ン ダ 、 電 子 手 帳 等 の 携 帯 分 野 で の 使
用 に 適 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 （ Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ ： Active Matrix Liquid C
rystal Device） の 例 が 、 Ｗ Ｏ ０ ２ ／ ０ ６ ３ ３ ８ ７ （ Ｐ Ｈ Ｎ Ｌ ０ １ ０ ０ ７ ４ ） に 記 述 さ れ
て い る 。 こ の 装 置 で は 、 各 接 続 ラ イ ン が 、 デ ー タ ア ド レ ス 導 線 の 各 ペ ア の 間 に て 、 ア レ イ
の 一 方 側 か ら 反 対 側 ま で 延 び て い る と と も に 、 接 続 ラ イ ン が 、 こ の 導 線 の 上 を 延 び る 、 そ
の 長 さ に 沿 っ た 位 置 に お い て 、 そ の 関 係 付 け ら れ た 選 択 ア ド レ ス 導 線 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 選 択 （ 行 ） ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト に 接 続 さ れ た 接 続 ラ イ ン の セ ッ ト に よ っ て 、 デ ー タ （
列 ） ア ド レ ス 導 線 に 印 加 さ れ た 選 択 （ ス キ ャ ン ） 信 号 お よ び 表 示 デ ー タ 信 号 を 、 従 来 の Ａ
Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ に お け る ２ つ の 相 互 に 直 交 す る 側 か ら で は な く 、 ア レ イ の 共 通 側 、 ま た は ア レ イ
の 平 行 す る 両 側 の い ず れ か に 供 給 す る こ と が 可 能 と な る 。 以 下 、 こ の よ う な ア ド レ ス 構 造
を 有 す る Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ を 、 並 列 駆 動 型 Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ と 呼 ぶ 。 一 般 に 、 従 来 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ に お い
て は 、 選 択 信 号 を 運 ぶ 行 ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト お よ び デ ー タ 信 号 を 運 ぶ 列 ア ド レ ス 導 線 の
セ ッ ト は 、 ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト と の 電 気 的 な 接 触 を 可 能 に す る た め に 、 そ れ ぞ れ 矩 形 の
支 持 体 上 を 、 画 素 の ア レ イ の 領 域 を 越 え て 、 支 持 体 の ２ つ の 隣 接 す る 端 部 へ と 延 び て い る
。 例 え ば 、 行 お よ び 列 駆 動 回 路 Ｉ Ｃ を 、 支 持 体 の こ れ ら の 周 辺 境 界 部 に 、 そ れ ら の 出 力 端
子 を 延 長 さ れ た ア ド レ ス 導 線 に 接 続 し た 状 態 で 、 直 接 搭 載 す る こ と が で き 、 あ る い は 、 そ
れ ら の 出 力 端 子 が フ ォ イ ル 上 の ト ラ ッ ク を 介 し て ア ド レ ス 導 線 に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 フ ォ
イ ル に 搭 載 す る こ と が で き る 。 上 述 の 方 法 に お け る 接 続 導 線 ラ イ ン の セ ッ ト を 用 い て 、 Ｉ
Ｃ を 、 支 持 体 の 一 方 側 の み に 沿 っ た 共 通 の 周 辺 境 界 部 ま た は 支 持 体 の 平 行 す る 両 側 に 沿 っ
た 各 周 辺 境 界 部 の い ず れ か に 設 け る こ と 、 あ る い は こ の よ う な 部 分 に フ ォ イ ル 接 続 を 行 え
る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 特 徴 を 用 い て 、 例 え ば 、 支 持 体 の 所 与 の 大 き さ に お け る 効 果 的 な 表 示 領 域 を 、 一 次
元 に て 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 表 示 装 置 が 小 さ な 携 帯 用 製 品 に 用 い ら れ る 場 合
に 有 益 で あ る 。 類 似 の 種 類 の 接 続 方 法 が 、 Ｒ ． グ リ ー ン （ Greene） ら に よ る 論 文 “ ビ ジ ネ
ス お よ び 消 費 者 向 け 分 野 の た め の 大 型 ワ イ ド ビ ュ ー ア ン グ ル シ ー ム レ ス タ イ ル Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ
の 製 造 （ Manufacturing of Large Wide-View angle Seamless Tiled AMLCDs for Busines
s and Consumer Applications） ” 、 Ｉ Ｄ Ｍ Ｃ ２ ０ ０ ０ 、 ペ ー ジ １ ９ １ ～ １ ９ ４ に 記 載 さ
れ て い る 。 こ の ケ ー ス の 利 点 は 、 一 方 の 端 部 の み か ら の ア ド レ ス 導 線 の 駆 動 を 可 能 と す る
こ と に よ り 、 個 別 の 表 示 パ ネ ル の タ イ リ ン グ （ tiling） が 容 易 に な る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ に お い て は 、 印 加 さ れ た デ ー タ 信 号 を 蓄 積 し 、 Ｌ Ｃ 表 示 素 子 に お け る 駆 動 電
圧 の 維 持 を ア シ ス ト す る 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 、 各 画 素 に 設 け る こ と が 一 般 的 で あ る 。 こ の キ
ャ パ シ タ の 一 方 側 は 、 画 素 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 方 側 は 、 画 素 の 隣 接 行 に 関 係 付 け ら れ た 選
択 ア ド レ ス 導 線 ま た は 選 択 ア ド レ ス 導 線 に 並 行 し て 延 び る 専 用 の 補 助 的 ラ イ ン の い ず れ か
に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 種 類 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ に お い て 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 使 用 し た 場 合 、 表 示
の 非 均 一 性 の 形 で 問 題 が 生 じ る 場 合 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 冒 頭 の 段 落 で 述 べ た 種 類 の 改 善 さ れ た 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 冒 頭 の 段 落 で 述 べ た 種 類 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 が 提
供 さ れ 、 こ の 装 置 で は 、 各 画 素 が 、 画 素 電 極 と 画 素 の 同 一 の 行 に よ り 共 有 さ れ た キ ャ パ シ

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-534052 A 2005.11.10



タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 含 み 、 画 素 の １ 行 と 関 係 付 け ら れ た 選 択 ア
ド レ ス 導 線 は 、 画 素 の 異 な る 行 と 関 係 付 け ら れ た キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 結 合 さ れ 、 こ れ に よ
り 、 各 接 続 ラ イ ン が 、 画 素 の １ 行 の た め の 各 選 択 ア ド レ ス 導 線 と 、 こ れ に 結 合 さ れ た 画 素
の 他 の 行 の た め の キ ャ パ シ タ ラ イ ン と に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 重 要 な 利 点 を 提 示 し 、 前 述 し た 表 示 の 非 均 一 性 の 問 題 の 克 服 を 可 能 に す る 。
さ ら に 、 同 等 に 重 要 に 、 再 び 表 示 の 非 均 一 性 の 問 題 が 生 じ る リ ス ク な し に 、 い わ ゆ る 容 量
性 結 合 駆 動 方 法 の 使 用 を 可 能 に す る 。 画 素 内 の Ｌ Ｃ 材 料 に 印 加 さ れ た 駆 動 電 圧 の 一 部 が 、
画 素 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 、 こ の よ う な 駆 動 方 法 は 、 デ ー タ 信 号
に 必 要 な 電 圧 範 囲 を 減 少 さ せ 、 表 示 装 置 の 全 体 的 な 電 力 消 費 の 減 少 を も た ら す こ と が で き
る た め 、 特 に 表 示 デ ー タ 信 号 の デ ー タ ア ド レ ス 導 線 へ の 印 加 に 使 用 さ れ る 列 駆 動 回 路 の 設
計 お よ び 動 作 に 関 し て 、 大 い に 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 各 接 続 ラ イ ン は 、 ア レ イ の 一 方 側 か ら 延 び 、 か つ 、 各 接 続 ラ イ ン は 、 ア レ
イ の 一 方 側 に 最 も 近 い 、 そ れ が 関 係 付 け ら れ た 選 択 ア ド レ ス 導 線 ま た は キ ャ パ シ タ ラ イ ン
に 、 接 続 点 に お い て 接 続 さ れ る と と も に 、 接 続 ラ イ ン は 、 こ の 接 続 点 に て 終 端 と な る 。 よ
っ て 、 前 述 の 表 示 の 非 均 一 性 の 問 題 は 除 去 さ れ 、 あ る い は 少 な く と も 実 質 的 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 部 分 的 に は 、 表 示 の 非 均 一 性 の 問 題 お よ び 関 係 す る 特 定 の 容 量 性 効 果 の 原 因
の 理 解 か ら 得 ら れ た も の で あ る 。 １ つ の 画 素 行 の 選 択 ア ド レ ス 導 線 を 、 異 な る 画 素 行 の 蓄
積 キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 接 続 し 、 ペ ア に す る 配 置 は 、 こ の よ う な 問 題 の 回 避 を 促 進 す る 。 好
ま し く は 、 異 な る 画 素 行 は 、 隣 接 す る 画 素 行 で あ る 。 こ れ は 、 接 続 配 置 の 簡 素 化 を も た ら
す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 選 択 ア ド レ ス 導 線 は 、 好 ま し く は 、 そ の 関 係 付 け ら れ た キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 、 ア レ イ の
一 方 側 に お け る こ れ ら の 末 端 の 間 の 相 互 接 続 に よ っ て 接 続 さ れ る 。 こ の 方 法 に お い て 、 画
素 ア レ イ の 領 域 の 外 に 相 互 接 続 が 位 置 す る こ と は 、 こ れ ら の 提 供 を 容 易 に し 、 か つ 、 画 素
回 路 自 体 は 影 響 を 受 け ず 、 し た が っ て 、 相 互 接 続 が ア レ イ の 領 域 内 に 設 け ら れ た 場 合 に 生
じ 得 る よ う な 、 何 ら の 追 加 的 な 寄 生 容 量 効 果 を も 受 け な い こ と を 確 実 に す る 。 こ れ ら の 構
成 要 素 の 一 方 ま た は 他 方 に 使 用 さ れ る 被 覆 導 電 層 の パ タ ー ニ ン グ を 適 切 に 修 正 す る こ と に
よ り 、 相 互 接 続 は 、 選 択 ア ド レ ス 導 線 お よ び ／ ま た は キ ャ パ シ タ ラ イ ン と 同 時 に 、 容 易 か
つ 便 利 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 相 互 接 続 は 、 す べ て 、 ア レ イ の 一 方 側 に 配 置 し て も よ い 。 し か し な が ら 、 連 続 す る 選 択
ア ド レ ス 導 線 に 関 係 付 け ら れ た 相 互 接 続 は 、 ア レ イ の 両 側 に 交 互 に 配 置 す る こ と が 好 ま し
い 。 こ の よ う な 配 置 は 、 製 造 を よ り 容 易 に し 、 必 要 と す る ク ロ ス オ ー バ ー が よ り 少 な く な
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 液 晶 表 示 装 置 （ Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 実 施 形 態 を 、 例 と
し て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て こ れ よ り 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と 、 並 列 駆 動 ア レ イ 構 造 型 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ の 第 １ お よ び 第 ２ 実
施 例 は 、 概 し て 、 従 来 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ に 類 似 し て お り 、 主 な 違 い は 、 行 お よ び 列 ア ド レ ス 導
線 の セ ッ ト が 、 ２ つ の 隣 接 側 で は な く 、 ア レ イ の 両 側 （ ま た は 同 一 側 も 可 能 ） に 引 き 回 さ
れ て い る 点 で あ る 。 Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ は 、 画 素 １ ２ の ア レ イ を 備 え 、 各 画 素 は 、 画 素 電 極 １ ４ と
、 ス イ ッ チ ン グ デ バ イ ス と を 備 え 、 ス イ ッ チ ン グ デ バ イ ス は 、 こ こ で は Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Fil
m Transistor） １ ６ の 形 態 で あ り 、 行 （ 選 択 ） お よ び 列 （ デ ー タ ） ア ド レ ス 導 線 １ ８ お よ
び ２ ０ の セ ッ ト の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ ｏ ｌ 　 Ｍ ， Ｃ ｏ ｌ 　 Ｍ ＋ １ ， お よ び Ｃ ｏ
ｌ 　 Ｍ ＋ ２ 、 の ３ つ の 列 と 、 Ｎ ， Ｎ ＋ １ 、 の ２ つ の 行 に お け る ６ つ の 画 素 の み の グ ル ー プ
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を 、 簡 素 化 の た め に 示 し て い る が 、 典 型 的 な 装 置 に お い て は 、 数 千 の 画 素 が ア レ イ に 存 在
し 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 装 置 の 構 成 は 、 従 来 の 実 施 に 従 い 、 画 素 電 極 １ ４ が 、 行 お よ び 列 に 組 織 化 さ れ 、 相 互 に
直 交 す る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ と 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ の セ ッ ト が 、 画 素 電 極 １ ４ の 間 で 延 び
て お り 、 各 電 極 は 、 ア ド レ ス 導 線 の 各 ペ ア の 交 点 に 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 。 画 素 電 極 、
ア ド レ ス 導 線 の セ ッ ト 、 お よ び Ｔ Ｆ Ｔ が 、 す べ て 、 例 え ば ガ ラ ス 板 な ど の 共 通 の 支 持 体 に
保 持 さ れ る 。 第 ２ の 、 例 え ば 再 び ガ ラ ス 板 で あ る 、 離 さ れ た 支 持 体 が 、 第 １ 支 持 体 に 平 行
に 重 ね て 配 置 さ れ 、 図 １ お よ び 図 ２ に お い て ２ １ で 示 さ れ た 共 通 電 極 を 保 持 す る 。 液 晶 材
料 が 、 支 持 体 の 間 に 配 置 さ れ 、 こ の 液 晶 材 料 は 、 支 持 体 の 間 で ア レ イ の 外 周 を 延 び る シ ー
ル に よ っ て 収 容 さ れ て い る 。 各 画 素 電 極 １ ４ は 、 共 通 電 極 ２ １ の 重 な り 位 置 お よ び そ の 間
の 液 晶 材 料 と 共 に 、 各 表 示 要 素 １ ５ を 定 義 し 、 こ こ で は キ ャ パ シ タ ン ス Ｃ Ｌ Ｃ と し て 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 一 の 行 に お け る 画 素 の す べ て の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ の ゲ ー ト 端 子 は 、 動 作 中 に 選 択 パ ル ス （ ゲ
ー ト ） 信 号 が 供 給 さ れ る 共 通 の 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 同 一 の 列 に お
け る す べ て の 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス 端 子 は 、 デ ー タ （ ビ デ オ ） 信 号 が 印 加 さ れ る 共 通 の 列
ア ド レ ス 導 線 ２ ０ に 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン 端 子 は 、 表 示 要 素 の 部 分 を 形 成 し 定 義
す る 各 画 素 電 極 １ ４ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 装 置 は 、 選 択 パ ル ス 信 号 に よ っ て 行 導 線 １ ８ を 順 に 走 査 す る こ と に よ っ て 、 行 に お い て
時 間 を 基 に 駆 動 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ の 各 行 を 、 各 行 ア ド レ ス 期 間 に お い て 順 番 に オ ン に し 、
デ ー タ （ ビ デ オ ） 信 号 を 、 表 示 要 素 の 各 行 の た め の 列 導 線 に 、 適 宜 、 順 番 に ゲ ー ト 信 号 と
同 期 さ せ て 印 加 し 、 完 全 な 表 示 画 像 を １ つ の フ ィ ー ル ド に 形 成 す る 。 一 度 に １ つ の 行 を 用
い て ア ド レ ス し 、 ア ド レ ス さ れ た 行 の す べ て の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ が 、 デ ー タ 信 号 が 列 導 線 ２ ０ か
ら 画 素 電 極 １ ４ へ と 転 送 さ れ る 選 択 パ ル ス 信 号 の 持 続 時 間 に よ っ て 決 定 さ れ る 期 間 に わ た
っ て 、 ス イ ッ チ オ ン さ れ る 。 選 択 信 号 が 終 了 す る と 、 導 線 １ ８ は 、 よ り 低 い ホ ー ル ド レ ベ
ル に 戻 り 、 行 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ は 、 残 り の フ レ ー ム 時 間 の 間 オ フ に さ れ 、 こ れ に よ り 、 表 示 要
素 を 導 線 ２ ０ か ら 分 離 し 、 次 回 に 、 通 常 は 次 の フ レ ー ム 期 間 に お い て こ れ ら が ア ド レ ス さ
れ る ま で 、 印 加 さ れ た 電 荷 を 表 示 要 素 に 蓄 積 す る こ と を 確 実 に す る 。 典 型 的 な Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ
の 一 般 的 な 構 成 お よ び 駆 動 の 側 面 に つ い て の さ ら な る 情 報 は 、 米 国 特 許 第 ５ １ ３ ０ ８ ２ ９
号 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 画 素 １ ２ は 、 ま た 、 画 素 電 極 １ ４ と 基 準 電 位 源 の 間 に 接 続 さ れ た 、 キ ャ パ シ タ ン ス Ｃ
ｓ を 有 す る 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ２ を 含 む 。 基 準 電 位 源 は 、 こ こ で は 、 画 素 の 次 の 行 と 関 係 付
け ら れ た 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ を 備 え 、 容 量 性 結 合 型 駆 動 方 法 の 使 用 を 可 能 に し 、 ア ド レ ッ
シ ン グ に よ り 表 示 要 素 に 印 加 さ れ た 駆 動 電 圧 の 一 部 が 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ２ を 介 し て 電 極
１ ４ に 結 合 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 通 常 の 選 択 お よ び ホ ー ル ド レ ベ ル に 加 え て 電 圧 レ
ベ ル を 含 ん だ 、 特 定 の 種 類 の 信 号 波 形 が 、 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 印 加 さ れ る 。 容 量 性 結 合
駆 動 方 法 を 用 い て 、 そ の 関 係 す る Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト － ト レ イ ン キ ャ パ シ タ ン ス を 介 し て 表 示
要 素 に 結 合 さ れ た Ｄ Ｃ 電 圧 を 補 償 す る こ と に よ り 、 特 に 画 像 ス テ ィ ッ キ ン グ 効 果 な ど 、 表
示 出 力 の 質 を 向 上 さ せ 、 か つ 、 よ り 低 い 電 圧 列 駆 動 回 路 の 使 用 を 可 能 に す る 。 こ れ ら は 、
隣 接 す る 行 ア ド レ ス 導 線 （ す な わ ち 、 表 示 要 素 の Ｔ Ｆ Ｔ が 接 続 さ れ た も の と は 異 な る も の
） に 接 続 さ れ た 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 使 用 し 、 か つ 、 ラ イ ン （ 行 ） ま た は フ ィ ー ル ド 反 転 モ ー
ド で 動 作 す る 表 示 装 置 に 適 用 可 能 で あ る 。 単 に ホ ー ル ド レ ベ ル と 、 各 行 ア ド レ ス 期 間 に お
い て こ の 導 線 に 接 続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン に す る 動 作 が 可 能 な 、 フ レ ー ム 期 間 ご と に 一 度 の
、 選 択 （ ゲ ー ト ） パ ル ス レ ベ ル と を 含 む 、 各 行 ア ド レ ス 導 線 に 供 給 さ れ る 波 形 よ り も 、 こ
の 駆 動 方 法 に お い て 用 い ら れ る 波 形 は 、 中 間 ス テ ッ プ レ ベ ル を さ ら に 含 む 。 動 作 に お い て
は 、 表 示 要 素 が 、 供 給 さ れ た デ ー タ 信 号 の 値 に 応 じ 、 か つ 、 選 択 パ ル ス 信 号 の 終 わ り に Ｔ
Ｆ Ｔ が オ フ に さ れ た 後 に 、 そ の 関 係 す る Ｔ Ｆ Ｔ を 通 じ て 特 定 の レ ベ ル に 充 電 さ れ て 、 表 示
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要 素 を 分 離 さ せ 、 隣 接 す る 行 ア ド レ ス 導 線 に 印 加 さ れ る 波 形 の 電 圧 ス テ ッ プ が 、 蓄 積 キ ャ
パ シ タ を 介 し て 表 示 要 素 に 結 合 さ れ 、 表 示 要 素 電 圧 を 最 終 の 所 望 の レ ベ ル に し 、 要 求 さ れ
る 表 示 効 果 、 す な わ ち グ ラ デ ー シ ョ ン レ ベ ル を 生 成 す る 。 こ の よ う に 、 １ つ の 行 ア ド レ ス
導 線 に 印 加 さ れ る 波 形 の ス テ ッ プ レ ベ ル は 、 隣 接 す る 異 な る 行 ア ド レ ス 導 線 に よ り 、 こ れ
ら の 関 係 す る 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 選 択 さ れ た 行 内 の 表 示 要 素 、 に お い て 得 ら れ た 電 圧
に 貢 献 す る 。 ス テ ッ プ レ ベ ル の 適 切 な 調 整 に よ り 、 こ の 技 術 を 用 い て 、 キ ッ ク バ ッ ク 効 果
を 補 償 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ 表 示 装 置 に 用 い ら れ る 容 量 性 結 合 駆 動 方 法 の 例 は 、 Ｐ ｒ ｏ ｃ ． 日 本 デ ィ ス
プ レ イ （ Japan Display） ８ ９ 、 ５ ８ ０ ～ ５ ８ ３ 頁 に お い て 公 開 さ れ た タ ケ ダ （ Takeda）
ら に よ る 論 文 “ Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の た め の 容 量 性 結 合 駆 動 の 簡 素 化 さ れ た 方 法 （ Simplified
 Method of Capacitively Coupled Driving for TFT-LCD） ” 、 お よ び Ｐ ｒ ｏ ｃ ． 　 Ａ 　
Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ ‘ ９ ４ 、 東 京 、 ６ ０ ～ ６ ２ 頁 に お い て 公 開 さ れ た カ ミ ヤ （ Kamiya） ら に よ る 論 文
“ 低 電 力 消 費 に よ る Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 新 規 な 駆 動 方 法 （ A Novel Driving Method of TFT-
LCD with Low Power Consumption） ” に 記 載 さ れ て お り 、 こ れ ら の 開 示 を 、 参 考 の た め に
本 明 細 書 に 引 用 す る 。 前 者 で は 、 表 示 要 素 に 関 係 付 け ら れ た 蓄 積 キ ャ パ シ タ が 、 先 行 の 隣
接 す る 行 ア ド レ ス 導 線 に 接 続 さ れ 、 ス テ ッ プ レ ベ ル は 、 選 択 パ ル ス 信 号 に 続 き 、 一 方 で 後
者 で は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 後 続 の 隣 接 す る 行 ア ド レ ス 導 線 に 接 続 さ れ 、 ス テ ッ プ レ ベ ル
は 、 選 択 パ ル ス の 前 に あ る 。 こ こ で 、 用 語 「 先 行 す る 」 お よ び 「 後 続 の 」 は 、 行 が ア ド レ
ス さ れ る 順 番 を 示 し 、 こ れ は 通 常 、 上 か ら 下 に 向 か う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ の 装 置 に お い て は 、 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ は 、 画 素 ア レ イ の 両 端 の す ぐ 側 で 終 端 と な
り 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ の セ ッ ト が 、 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ と 同 一 方 向 か つ 並 行 に 延 び る 補 助 的
な 列 導 線 の 形 で 設 け ら れ 、 各 ラ イ ン ３ ０ は 、 ア レ イ の 下 部 か ら 、 そ れ ぞ れ の 隣 接 す る 列 ア
ド レ ス 導 線 １ ８ の ペ ア の 間 を 延 び 、 接 続 点 ３ ２ に お い て 終 端 と な り 、 こ こ で 行 ア ド レ ス 導
線 １ ８ の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 補 助 的 な 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 行 選 択 信 号 を
、 デ ー タ 信 号 が 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ に 印 加 さ れ る ア レ イ の 上 側 に 対 向 す る ア レ イ の 下 側 か
ら 、 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 印 加 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 画 素 を 駆 動 す る た め に 、 従 来 の 形 の 行 お よ び 列 駆 動 回 路 （ 図 示 せ ず ） が 、 選 択 ラ イ ン ３
０ お よ び 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ の セ ッ ト に 、 そ れ ぞ れ の 一 端 に て 接 続 さ れ る 。 行 駆 動 回 路 は
、 ラ イ ン ３ ０ を 介 し て 、 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 選 択 信 号 を 順 に 供 給 し 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ の 各 行
を 最 も 上 の 行 か ら 開 始 し て 順 番 に オ ン に す る 。 列 駆 動 回 路 は 、 例 え ば 入 力 ビ デ オ 信 号 を サ
ン プ リ ン グ す る こ と に よ り 得 ら れ た デ ー タ （ ビ デ オ ） 信 号 を 、 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ の そ れ
ぞ れ に 行 選 択 と 同 期 し て 供 給 す る 。 各 行 は 、 こ の 方 法 で 、 最 初 は 最 も 上 か ら 、 最 後 に 最 も
下 ま で 順 に ア ド レ ス さ れ 、 ア レ イ か ら 表 示 出 力 を 形 成 す る 。 行 は 、 連 続 す る フ レ ー ム に お
い て 、 こ の 方 法 で 繰 り 返 し ア ド レ ス さ れ る 。 駆 動 回 路 は 、 ア レ イ の 両 側 に お け る 導 線 １ ８
， ２ ０ お よ び ３ ０ を 保 持 す る 支 持 体 の 部 分 に 搭 載 さ れ る Ｉ Ｃ の 形 で 提 供 し て も よ い 。 あ る
い は 、 ポ リ シ リ コ ン デ バ イ ス を 備 え る Ｔ Ｆ Ｔ の 場 合 、 駆 動 回 路 を 、 代 わ り に 、 支 持 体 の 両
側 に 、 同 一 の プ ロ セ ス を 用 い て 実 際 に 加 工 し 、 同 時 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ お よ び ア ド レ ス 導 線 等 を 備
え る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 回 路 と し て 、 支 持 体 上 に 完 全 に 集 積 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し た が っ て 、 理 解 さ れ る よ う に 、 装 置 の 駆 動 は 、 一 般 的 に 、 行 選 択 信 号 が ラ イ ン ３ ０ の
セ ッ ト を 介 し て 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 印 加 さ れ る こ と を 除 い て 、 従 来 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ の 駆 動
に 類 似 し て い る 。 こ れ に よ り 、 支 持 体 の 周 辺 部 分 を 、 ２ つ の 隣 接 す る 側 に 沿 っ て 、 Ｉ Ｃ の
積 載 用 、 ま た は 、 相 互 接 続 の 提 供 用 に 確 保 す る 必 要 性 が 避 け ら れ 、 装 置 の 対 称 性 お よ び 製
品 内 へ の 実 装 に 関 し て 有 益 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ は 、 行 ア ド レ ス 導 線 へ の 駆 動 信 号 の 接 続 の 代 わ り の 構 成 を 使 用 し て い
る が 、 そ れ 以 外 は 図 １ の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ に 類 似 し て い る 。 こ こ で 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 ア レ イ
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の 上 側 か ら 、 そ れ ぞ れ の 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ へ と 延 び て お り 、 そ こ で 接 続 点 ３ ２ に お い て
終 端 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 示 装 置 の 構 成 は 、 こ こ で は 説 明 し な い が 、 一 般 に 従 来 の 方 法 が 用 い ら れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ １
６ は 非 晶 質 、 微 晶 質 、 ま た は 多 結 晶 質 シ リ コ ン タ イ プ の も の と す る こ と が で き る 。 表 示 装
置 は 、 反 射 ま た は 透 過 型 の も の と す る こ と が で き る 。 前 者 の 種 類 で は 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ は
、 画 素 電 極 の 下 に 配 置 す る こ と が で き る 。 後 者 の 種 類 で は 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 画 素 電 極
の 一 端 側 に 沿 っ て 延 び る よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ の 両 方 の 装 置 の 動 作 に お い て 、 画 素 の 表 示 明 る さ レ ベ ル の エ ラ ー が 見 ら
れ る 場 合 が あ る 。 そ の 理 由 を 、 こ れ よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ の 装 置 の 場 合 、 ア レ イ の 下 側 の 端 部 か ら 、 そ れ ぞ れ の 列 の 画 素 電 極 １ ４ の 下 ま た は
こ れ に 隣 接 し て 走 っ て い る 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 接 続 ３ ０ と 画 素 電 極 １ ４ の 間 に 、 図 １ で は
Ｃ Ｌ で 示 さ れ る 追 加 的 な 寄 生 容 量 を 生 じ さ せ る 。 ほ と ん ど の 画 素 内 で は 、 こ の 追 加 的 な 容
量 の 効 果 は 、 画 素 の 動 作 に お い て 重 要 で は な い 。 し か し な が ら 、 例 え ば 、 図 １ に Ａ と し て
標 示 さ れ た 画 素 で は 、 寄 生 容 量 Ｃ Ｌ は 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 を 増 加 さ せ 、 こ れ は 、 画 素 の Ｔ Ｆ
Ｔ １ ６ が 、 そ の 関 係 す る 導 線 １ ８ に 印 加 さ れ る 選 択 信 号 の 終 了 に よ っ て オ フ に さ れ た 場 合
に 生 じ る 。 こ れ は 、 こ の 画 素 内 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ の ゲ ー ト － ド レ イ ン キ ャ パ シ タ ン ス に 並 行 し
て 現 れ る 寄 生 容 量 Ｃ Ｌ を 原 因 と す る 。 そ の 結 果 、 画 素 Ａ は 、 同 じ 画 素 の 行 内 の 他 の す べ て
の 画 素 と は 異 な る オ フ セ ッ ト 電 圧 を 持 つ 。 こ の 違 い は 、 画 素 Ａ に よ り 表 示 さ れ る 明 る さ （
グ レ ー ス ケ ー ル ） レ ベ ル に 、 可 視 の エ ラ ー を 生 じ る 場 合 が あ る 。 同 一 の 効 果 が 、 図 １ の 画
素 Ｄ 、 お よ び ア レ イ 内 の 他 の す べ て の 画 素 に お い て 、 ラ イ ン ３ ０ と 導 線 １ ８ の 間 の 接 続 点
３ ２ の 位 置 、 す な わ ち 行 駆 動 信 号 を 運 ん で い る ラ イ ン ３ ０ が 選 択 信 号 を 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６
の ゲ ー ト に 供 給 す る 位 置 に も 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 行 駆 動 信 号 が ア レ イ の 上 か ら 導 線 １ ８ に 印 加 さ れ る 図 ２ の 構 成 の 場 合 で は 、 寄 生 容 量 Ｃ

Ｌ の 効 果 は 、 図 １ の 装 置 で の 効 果 と は 異 な る が 、 容 量 性 結 合 駆 動 方 法 を 用 い る 場 合 に 顕 著
と な る 。 図 ２ に Ａ と し て 標 示 さ れ た 画 素 に お い て は 、 追 加 的 な 寄 生 容 量 Ｃ Ｌ は 、 事 実 上 、
画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ２ に 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ は 、 容 量 性 結 合 駆 動 を 用 い る 場
合 、 画 素 Ａ の 電 極 １ ４ に 結 合 さ れ る 駆 動 電 圧 の 大 き さ は 、 同 一 行 の 他 の 画 素 へ の そ れ よ り
も 大 き く 、 こ の 画 素 に 、 異 な る 明 る さ レ ベ ル を 持 た せ て し ま う 。 同 一 の 効 果 は 、 Ｄ と し て
標 示 さ れ た 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ が そ の 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ２ に 信 号 を 運 ぶ 画 素 、 お よ び 、 同 様
に 、 接 続 点 ３ ２ に 隣 接 し て 位 置 す る 他 の す べ て の 画 素 に 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 明 る さ エ ラ ー に 関 す る こ れ ら の 問 題 を 避 け る 本 発 明 に 係 る Ａ Ｍ Ｌ Ｃ
Ｄ の ２ つ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 回 路 構 成 を 示 す 。 各 ケ ー ス で は 簡 素 化 の た め に 、 ２ つ の 行
、 Ｒ ｏ ｗ 　 Ｎ ， Ｒ ｏ ｗ 　 Ｎ ＋ １ 、 お よ び ２ つ の 列 、 Ｃ ｏ ｌ 　 Ｍ ， Ｃ ｏ ｌ 　 Ｍ ＋ １ に お け る
４ つ の み の 画 素 １ ２ が 示 さ れ て い る 。 両 方 の 例 に お い て 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ が 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ６
向 け の 選 択 信 号 ま た は 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ２ 向 け の 駆 動 信 号 の い ず れ か の 供 給 先 で あ る 画 素
１ ２ を 通 過 し な い 、 修 正 さ れ た ア レ イ 構 造 が 使 用 さ れ て い る 。 代 わ り に 、 ラ イ ン ３ ０ は 、
選 択 信 号 ま た は キ ャ パ シ タ ラ イ ン 駆 動 信 号 の い ず れ か の 供 給 先 で あ る 画 素 の 、 接 続 ラ イ ン
が 延 び て く る ア レ イ の 側 に 最 も 近 い 端 部 、 の 近 く で そ れ ぞ れ 終 端 と な り 、 ラ イ ン ３ ０ と 画
素 電 極 １ ４ の 間 の 追 加 的 な 寄 生 容 量 Ｃ Ｌ を 最 小 化 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ は 、 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ お よ び 蓄 積 キ ャ パ シ タ ２ ２ に 対 し 、 以 前 の よ う に 両 方 の 目
的 に 同 一 の 導 線 を 使 用 せ ず に 、 分 離 さ れ た 水 平 電 極 を 使 用 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
こ の よ う に 、 装 置 は 、 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ の セ ッ ト と 、 行 ア ド レ ス 導 線 に 並 行 し て 延 び る
分 離 さ れ た 蓄 積 キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ の セ ッ ト （ ｃ ａ ｐ 　 Ｎ ， Ｃ ａ ｐ 　 Ｎ ＋ １ ， 等 ） と を
有 す る 。 画 素 の 個 別 行 の た め の 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ お よ び 蓄 積 キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ は 、
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画 素 の 両 側 に 配 置 さ れ て お り 、 例 え ば 、 行 ア ド レ ス 導 線 が 、 画 素 の 上 部 に 向 き 、 キ ャ パ シ
タ ラ イ ン が 画 素 の 下 部 に 向 き 、 あ る い は そ の 反 対 と な っ て い る 。 各 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に
接 続 さ れ た 接 続 ラ イ ン ３ ０ に よ り 運 ば れ る 各 行 駆 動 信 号 を 用 い て 、 関 係 付 け ら れ た 画 素 の
行 向 け の 選 択 （ Ｔ Ｆ Ｔ ゲ ー ト ） 信 号 、 お よ び 、 第 ２ の 、 異 な る 画 素 の 行 向 け の 蓄 積 キ ャ パ
シ タ 駆 動 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 関 係 す る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ お よ び キ ャ
パ シ タ ラ イ ン ４ ０ は 、 表 示 領 域 の 外 側 で 、 ア レ イ の 一 方 側 に て 導 線 １ ８ と ラ イ ン ４ ０ を リ
ン ク す る 、 短 い 、 縦 方 向 の 相 互 接 続 ラ イ ン ４ ５ に よ っ て 、 互 い に ペ ア と し て 接 続 さ れ る 。
ア レ イ 内 の す べ て の 画 素 用 の 行 ア ド レ ス 導 線 お よ び キ ャ パ シ タ ラ イ ン が 、 こ の 方 法 で 互 い
に ペ ア と し て リ ン ク さ れ る 。 原 則 的 に は 、 互 い に ペ ア に さ れ た 行 ア ド レ ス 導 線 と キ ャ パ シ
タ ラ イ ン を 、 互 い に 隣 接 さ せ る 必 要 は な い が 、 こ れ ら を 隣 接 さ せ た 場 合 は 、 必 要 と さ れ る
ア レ イ の 端 部 に お い て リ ン ク す る 相 互 接 続 の レ イ ア ウ ト が 簡 素 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 外 部 で 生 成 さ れ た 行 駆 動 信 号 は 、 ア レ イ の 下 （ 図 ４ ） ま た は 上 （ 図 ３ ） の い ず れ か か ら
、 そ れ ぞ れ 図 １ お よ び 図 ２ の 構 成 の よ う に 、 縦 方 向 の 接 続 ラ イ ン ３ ０ に て 供 給 す る こ と が
で き る 。 特 定 の 接 続 ラ イ ン ３ ０ が 、 そ の 接 続 先 で あ る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ ま た は キ ャ パ シ
タ ラ イ ン ４ ０ の い ず れ か の う ち の １ つ め 、 す な わ ち 接 続 ラ イ ン が 延 び て く る ア レ イ の 側 に
最 も 近 い 導 線 ま た は ラ イ ン 、 に ぶ つ か る 箇 所 で 、 ラ イ ン ３ ０ は そ の 導 線 ま た は ラ イ ン に 接
続 さ れ 、 こ こ で 終 端 と な る 。 同 じ 行 駆 動 信 号 を 運 ば な け れ ば な ら な い こ の 導 線 ま た は ラ イ
ン と 、 そ の ペ ア で あ る ラ イ ン ま た は 導 線 と の 間 に 必 要 な 接 続 は 、 そ れ ぞ れ 、 ア レ イ の 端 部
で の 相 互 接 続 を 通 し て 達 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 行 駆 動 信 号 を 運 ぶ ラ イ ン ３ ０ が 、 駆 動 信
号 の 供 給 先 で あ る 画 素 の い ず れ か を 通 過 す る 必 要 が 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ の 構 成 に 関 し て は 、 導 線 ラ イ ン ３ ０ が 、 最 初 に 、 こ れ ら が 関 係 付 け ら れ 、 駆 動 信 号
を 供 給 す る 先 で あ る 、 ア ド レ ス 導 線 と キ ャ パ シ タ ラ イ ン の ペ ア の う ち 、 行 ア ド レ ス 導 線 １
８ に ぶ つ か る 。 例 え ば 、 第 Ｎ の 行 に あ る 画 素 １ ２ の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ を ス イ ッ チ ン グ す る 行 駆 動
信 号 を 運 ぶ 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 ポ イ ン ト ３ ２ に お い て Ｒ ｏ ｗ 　 Ｎ の ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 接
続 さ れ る 。 こ の 信 号 は 、 こ の ラ イ ン の 終 端 と Ｒ ｏ ｗ 　 Ｎ の ア ド レ ス 導 線 １ ８ を リ ン ク す る
相 互 接 続 ４ ５ を 介 し て 、 次 の 第 Ｎ ＋ １ の 画 素 の 行 の キ ャ パ シ タ ラ イ ン Ｃ ａ ｐ 　 Ｎ ＋ １ に 接
続 さ れ る 。 同 様 に 、 駆 動 信 号 を 、 第 Ｎ ＋ １ の 行 の 、 Ｒ ｏ ｗ 　 Ｎ ＋ １ の 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８
に 供 給 す る た め の 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 相 互 接 続 ４ ５ を 介 し て 第 Ｎ ＋ ２ の 画 素 の 行 の キ ャ パ
シ タ ラ イ ン ４ ０ に 供 給 さ れ 、 以 下 同 様 と な る 。 ア レ イ の 側 部 に あ る 相 互 接 続 ４ ５ は 、 ラ イ
ン ３ ０ を 、 そ の 関 係 す る 画 素 を 通 し て 適 当 な キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 通 す 必 要 性 を 回 避 す る こ
と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ の 構 成 で は 、 ア レ イ の 下 か ら 来 る 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 最 初 に 、 こ れ ら が 運 ん で い る
信 号 が 供 給 さ れ る べ き 各 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ ／ キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ の ペ ア の う ち 、 キ ャ
パ シ タ ラ イ ン ４ ０ に ぶ つ か る 。 各 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 そ の 各 キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ に て 終
端 と な り 、 そ こ で 接 続 点 ３ ２ に よ っ て キ ャ パ シ タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 ま た 、 ラ イ ン ３ ０ の
駆 動 信 号 は 、 キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ を 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に リ ン ク す る 、 ア レ イ の 側 部 の
相 互 接 続 ４ ５ を 通 し て 、 関 係 す る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 供 給 さ れ る 。 こ う し て 、 例 え ば 、
第 Ｎ ＋ １ の 行 に お け る 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ お よ び 第 Ｎ の 行 の 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ 向 け の 駆
動 信 号 を 供 給 す る 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 第 Ｎ ＋ １ の 行 の 画 素 の キ ャ パ シ タ ラ イ ン Ｃ ａ ｐ 　 Ｎ
＋ １ に 接 続 さ れ 、 こ の キ ャ パ シ タ ラ イ ン Ｃ ａ ｐ 　 Ｎ ＋ １ は 、 相 互 接 続 ４ ５ を 介 し て 、 そ の
末 端 が Ｒ ｏ ｗ 　 Ｎ の 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 接 続 さ れ 、 以 下 同 様 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 両 方 の 構 成 に お い て 、 特 定 の 画 素 に お け る キ ャ パ シ タ ン ス Ｃ Ｌ の 前 述 の 効 果 は 、 も は や
存 在 し な い こ と が 明 白 で あ ろ う 。 よ っ て 、 先 に 見 出 さ れ た 望 ま れ な い 表 示 の 非 均 一 性 の 類
は 、 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ の 両 方 の 装 置 に お い て 、 キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ と 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ の
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各 ペ ア の 間 の 相 互 接 続 ４ ５ は 、 ア レ イ の 一 方 側 の み に 配 置 す る 必 要 は な い 。 図 ５ で は 、 簡
素 化 の た め に 、 画 素 の ５ つ の 行 Ｒ １ ～ Ｒ ５ と 、 ４ つ の 列 Ｃ １ ～ Ｃ ４ と に よ り 構 成 さ れ る ア
レ イ を 備 え た Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ の 代 わ り の 構 成 の 回 路 配 列 の 一 部 が 、 模 式 的 に 示 さ れ て お り 、 こ
の 中 で 、 行 駆 動 信 号 は 、 行 駆 動 回 路 ５ ０ に よ り 、 図 ３ の 実 施 形 態 の よ う に 接 続 ラ イ ン ３ ０
を 介 し て 上 か ら 供 給 さ れ 、 画 素 向 け の デ ー タ 信 号 は 、 ア レ イ の 下 に あ る 列 駆 動 回 路 ６ ０ に
よ り 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ の 配 列 に お い て 、 関 係 す る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８
と キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ の 連 続 す る ペ ア の 間 の 相 互 接 続 ４ ５ は 、 一 方 側 の み に す べ て 配 置
す る の で は な く 、 ア レ イ の 両 側 に 交 互 に 設 け ら れ る 。 そ の 結 果 、 必 要 な 導 線 交 差 は よ り 少
な く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 画 素 の 第 １ の 行 の キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ は 、 行 ア ド レ ス 導 線
１ ８ と は ペ ア に さ れ て い な い 。 実 際 に は 、 こ の 第 １ の 行 は 、 ビ ュ ー か ら マ ス ク さ れ た 、 表
示 出 力 の 部 分 を 形 成 し な い ダ ミ ー 行 と し て も よ い 。 代 わ り に 、 キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ を 、
図 示 さ れ る よ う に 、 単 に 行 駆 動 回 路 ５ ０ の 専 用 の 出 力 Ｒ ０ に 接 続 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 ま た 、 典 型 的 な 容 量 性 結 合 駆 動 方 法 に お い て 連 続 す る 行 の 接 続 ラ イ ン に 印 加 さ
れ る 行 駆 動 信 号 波 形 の 例 を 示 す 。 Ａ に 示 さ れ る 信 号 波 形 は 、 上 か ら 下 へ と 順 に ス キ ャ ン さ
れ ア ド レ ス さ れ る 画 素 の 行 に 適 し て お り 、 一 方 、 Ｂ に 示 さ れ る 波 形 は 、 下 か ら 上 へ と 順 に
ス キ ャ ン さ れ ア ド レ ス さ れ る 行 に 適 し て い る 。 各 接 続 ラ イ ン ３ ０ に 印 加 さ れ 、 よ っ て こ の
接 続 ラ イ ン ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ お よ び キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ へ と 印
加 さ れ る 信 号 波 形 は 、 関 係 す る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８ に 結 合 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ を 行 ア ド レ ス
期 間 中 に オ ン に す る 選 択 （ ゲ ー ト ） 信 号 レ ベ ル Ｖ ｓ を 含 み 、 こ れ に よ り 、 画 素 の 行 の 画 素
電 極 １ ４ が 、 そ れ ら の 各 列 ア ド レ ス 導 線 ２ ０ に 同 時 に 印 加 さ れ る デ ー タ 信 号 の レ ベ ル と 、
画 素 の ア ド レ ッ シ ン グ に 従 い Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ を Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に 維 持 す る ホ ー ル ド （ 非 選 択 ） 信 号
レ ベ ル Ｖ ｈ に 応 じ て 充 電 さ れ 、 電 極 １ ４ を 列 導 線 か ら 分 離 す る 。 Ａ お よ び Ｂ の そ れ ぞ れ に
て 、 １ 行 に 対 す る 波 形 に お け る 選 択 信 号 Ｖ ｓ の 直 後 ま た は 直 前 に 、 隣 接 す る 画 素 の 行 の 行
駆 動 波 形 の 選 択 信 号 成 分 と 一 致 す る 追 加 の レ ベ ル Ｖ ｐ が あ り 、 こ の 追 加 の レ ベ ル Ｖ ｐ は 、
こ の 隣 接 す る 行 に お け る 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 結 合 す る こ と に よ り 、 こ の 行 の 画
素 電 極 １ ４ に お い て 確 立 さ れ た 電 圧 に 貢 献 す る 。 理 解 さ れ る よ う に 、 連 続 す る フ レ ー ム の
Ｌ Ｃ 表 示 要 素 に 印 加 さ れ る 駆 動 電 圧 の 極 性 を 逆 転 さ せ る 必 要 が あ る た め 、 信 号 Ｖ ｐ は 、 連
続 す る フ レ ー ム の た め に 反 転 さ れ る 。 こ う し て 、 こ の 容 量 性 結 合 駆 動 方 法 に お け る 行 駆 動
信 号 波 形 は 、 ４ つ の レ ベ ル を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 接 続 ラ イ ン ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ が 関 係 す る 行 ア ド レ ス 導 線 １ ８
ま た は キ ャ パ シ タ ラ イ ン ４ ０ へ の 接 続 点 に お い て 終 端 と な る よ う 配 置 さ れ て い る 。 し か し
な が ら 、 接 続 点 の 前 と 後 に お け る 画 素 の 容 量 的 環 境 は 、 結 果 的 に 異 な る た め 、 Ｗ Ｏ ０ ３ ／
０ １ ４ ８ ０ ８ （ Ｐ Ｈ Ｇ Ｂ ０ １ ０ １ ３ ２ ） に 記 載 さ れ る よ う に 、 特 定 の 望 ま れ な い 表 示 ア ー
テ フ ァ ク ト 効 果 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 し た が っ て 、 接 続 点 の 近 く か ら 、 ア レ イ の 、 接 続 ラ
イ ン が 延 び て く る 側 の 反 対 側 へ 延 び 、 か つ 、 接 続 ラ イ ン か ら 電 気 的 に 分 離 さ れ 、 基 準 電 圧
に 保 持 さ れ た 補 償 導 線 ラ イ ン を 使 用 し て 、 前 述 の 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う な 問 題 を 避
け 、 ま た は 減 少 さ せ る こ と が 望 ま れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 一 般 的 な 矩 形 の 画 素 ア レ イ を 用 い た が 、 ア レ イ を 異 な る 形
状 、 例 え ば 半 円 形 に し て も よ い こ と が 、 考 え ら れ る 。 ア レ イ の 同 じ 側 ま た は 両 側 に 沿 っ て
行 お よ び 列 駆 動 回 路 、 ま た は そ の た め の 接 続 部 分 を 提 供 す る 能 力 は 、 利 用 さ れ る ア レ イ の
形 状 の 選 択 お よ び 実 施 に お い て 大 き な 自 由 を 与 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 開 示 を 読 む こ と に よ り 、 当 業 者 に は 、 他 の 修 正 も 明 白 と な る で あ ろ う 。 そ の よ う な 修
正 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 表 示 装 置 お よ び そ の た め の 構 成 部 品 の 分 野 に お い て 周 知 の
他 の 特 徴 を 含 む こ と も で き 、 こ れ ら の 特 徴 は 、 本 明 細 書 に 既 に 記 載 さ れ た 特 徴 の 代 わ り ま

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-534052 A 2005.11.10



た は 追 加 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 並 列 駆 動 型 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ の 第 １ の 実 施 例 に お け る 画 素 の 典 型 的 な グ ル ー
プ の 同 等 の 電 子 回 路 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 並 列 駆 動 型 の Ａ Ｍ Ｌ Ｃ Ｄ の 第 ２ の 実 施 例 に お け る 画 素 の 典 型 的 な グ ル ー
プ の 同 等 の 電 子 回 路 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 の 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 画 素 の 典 型 的
な グ ル ー プ の 同 等 の 回 路 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 の 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 画 素 の 典 型 的
な グ ル ー プ の 同 等 の 回 路 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 代 わ り の 回 路 構 成 を 有 す る 、 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 の 他 の 実 施 形 態 を 、
駆 動 波 形 の 例 と 共 に 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 全 図 面 に お い て 、 同 一 の 参 照 番 号 を 用 い て 、 同 一 ま た は 類 似 の 部 品 を 示 し て い る 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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(15) JP 2005-534052 A 2005.11.10



专利名称(译) 有源矩阵液晶显示装置

公开(公告)号 JP2005534052A 公开(公告)日 2005-11-10

申请号 JP2004522618 申请日 2003-07-08

[标]申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司的Vie

[标]发明人 マーティンジェイエドワーズ

发明人 マーティン、ジェイ.エドワーズ

IPC分类号 G02F1/1345 G02F1/133 G02F1/1362 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G09G3/3655 G02F1/136213 G02F1/136286 G09G3/3648 G09G3/3659 G09G2300/0876 G09G2320
/0219 G09G2320/043 G09G2330/021

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G02F1/1345 G09G3/20.611.A G09G3/20.624.B G09G3/20.624.C G09G3
/20.642.A

F-TERM分类号 2H092/GA59 2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/JB31 2H092/JB69 2H092/NA01 2H093/NA16 2H093
/NC03 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC34 2H093/NC35 2H093/ND05 5C006/AA16 5C006/AC11 
5C006/AC24 5C006/AF42 5C006/AF69 5C006/BB16 5C006/BC22 5C006/FA22 5C006/FA47 5C080
/AA10 5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ03

代理人(译) 耀希达凯贤治
弘吉
川崎靖

优先权 2002016904 2002-07-20 GB

外部链接 Espacenet

摘要(译)

有源矩阵型液晶显示装置中，像素阵列，每个像素具有像素电极（14）
和所述开关装置（16），一个选择相交（行）和数据（列）地址导线
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线（40）。一行像素的选择导体，例如，被耦合到通过在其端部的连接
线（45）与所述的不同行相关联的每个电容线，由此每个连接线，用于
像素的行连接到每条选择线和连接到其上的另一行的电容器线。除了允
许由伪寄生电容产生的不希望的显示伪影的避免，这种布置允许根据经
由连接线提供所需的驱动信号的使用电容耦合驱动方法的。
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